
NPO法人みやぎセルプ協働受注センターでは、
働く障害者の方々を応援しています！
URL��http://www.miyagi-selp.org

県内の障害者就労支援事業所で作るオススメの製品を紹介します。

● こころん
「こころ・さをり」のさを
り織り製品はカラフルな色
合いで元気いっぱい！手の
ひらサイズの可愛いこころ
んは小銭入れのほか、印鑑、
キーケース、アクセサリー
入れなど、多彩な用途にお
使いいただけます。一本ずつ糸を選んで織ったさをり布
で仕立てられた小物は、それぞれがオンリーワンの作品
で、全く同じものは世界中に２つと存在しません。ご注
文の際はお好みの色などをお知らせください。きっとあ
なたにぴったりの商品が見つかります！

▲�こころん

● 豆腐レアチーズケーキ＆豆乳プリン
大崎地区を中心に近隣の移

動販売を主としており、2月か
ら喫茶営業も始めました。当
店のお勧めは500円ワンコイ
ンランチです。また、豆乳プ
リン、豆腐レアチーズケーキ
も作っており、豆乳プリンは
濃厚な豆乳を使ってしっとり
と仕上げました。レアチーズ
ケーキは豆腐を丸ごとすりつぶしてチーズと合わせ、コクを引
き出すように仕上げました。お店と移動販売車で販売しており
ます。濃厚な味わいを是非一度ご賞味下さい。

▲�豆乳プリン

オススメ製品の ご 紹 介

株式会社まちの豆腐屋プロジェクト「古川とうふ店」
〒989-6135
大崎市古川稲葉3丁目6の10
TEL 0229（87）4135　FAX 0229（87）4136

 tohfuya@iaa.itkeeper.ne.jp

　私たち「みやぎアピール大行動実行委員会」は、障害者自立
支援法の廃止と新たな制度の確立を求め活動してきました。
　全国的な運動により、制度改革へ向けて議論が続けられ、
この4月より障害者総合支援法が施行されました。しかし、ま
だまだ不十分な点は多くあります。
　私たちの望む制度改革へ向け、障害者総合支援法を検証し、
私たちの思いを改めてアピールしたいと思います。是非ご参
加下さい。

日時／11月4日（月）　12時30分〜
場所／せんだいメディアテーク1F　オープンスクエア
　　　◯アピール集会　12時30分〜15時	
　　　　講演　太田　修平氏
　　　　「	検証　障害者総合支援法！私たちの望む制度

改革の実現に向けて！」
　　　◯当事者アピール・アピール行進　15時30分〜16時
資料代／500円（予定）
問い合わせ／鷲見　090（9740）7799

　宮城県高齢者総合相談センターでは高齢者やそのご家族から
法律、医療（認知症）、保健・介護の悩みごとなどの専門相談を
お受けします。相談は無料ですが、法律、医療（認知症）相談は
事前予約制です。

問い合わせ／宮城県高齢者総合相談センター
TEL／022（223）1165

　皆さまからお寄せいただいた支援金は東日本大震災
による復興支援のために活用させていただきます。

I N F O R M A T I O N
たくさんの真心ありがとうございます
　下記の方々から本会に寄附金・支援金をいただきました。
本当にありがとうございました。（平成25年6月末現在）
平成25年5月22日　宮城県仙台東高等学校さまより法人の
ために……………………………………………… 113,275円

東日本大震災に関する支援金
平成25年5月2日　株式会社ブリッジさまより	…54,406円
平成25年6月4日　株式会社ブリッジさまより	…55,946円

2013年みやぎ アピール大行動のお知らせ

相談をおよせください

相談員 相談内容 相談日

相談受付 センター相談員 相談の受付、情報提供 月曜日〜金曜日
9：00〜17：00

法律相談 弁護士 相続、財産、契約など 第1〜第3金曜日
13：30〜15：30

医療相談
（認知症） 精神科医 認知症などの予防や治療、

精神保健など
第4木曜日
13：30〜15：30

保健・
介護相談 保健師など 健康管理や家庭介護など 月曜日〜金曜日

9：00〜17：00

地域活動支援センターこころ・さをり
〒986-0861　石巻市蛇田字新金沼401　
仮設恵み野団地支え合い拠点センター内
TEL 080（1850）8984　FAX 0225（22）6791

 kokorosaoriisinomaki@yahoo.co.jp
 URL http://blog.canpan.info/kokorosaori/
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ら
2
年
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が
過
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と
し
て
い
ま
す
。
岩
沼
市
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、
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岸
市
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で
た
だ
一
つ
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が
な
い
ま
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で
、
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岸
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が
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受
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仮
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６
４
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仮
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６
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２
６
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６
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４
０
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れ
て
い
ま
す
。

岩
沼
市
周
辺
の
市
町
だ
け

で
な
く
、
福
島
県
か
ら
避

難
し
た
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浸
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を
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さ
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る
方
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ど
多
く
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方
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不
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な
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活
を
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儀
な
く
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お
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岩
沼
市
に
お
い
て
は
、
い
ち
早
く
防
災
集

団
移
転
促
進
事
業
に
取
り
組
み
、
昨
年
8
月

か
ら
玉
浦
西
地
区
に
広
さ
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

造
成
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
玉
浦
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区

ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
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に
よ
っ
て
ま
ち

づ
く
り
の
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ル
が
示
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れ
、
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岸
部
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地

区
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災
住
民
の
合
意
形
成
の
下
、
移
転
先
の
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画
割
り
が
行
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れ
１
５
８
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画
が
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さ

れ
ま
し
た
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１
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沼
市
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
、
平
成
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岩
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よ
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の
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を
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け
ま
し
た
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仮
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ま
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の
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、
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な

い
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が
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問
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て

い
ま
す
。
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た
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情
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行
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て
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り
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す
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が
取
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、
コ
ミ
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ニ
テ
ィ
再

生
の
た
め
の
支
援
を
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て
お
り
ま
す
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潜
在
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て
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を
取
り
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く
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課
題
が
一
気
に

表
面
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し
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す
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そ
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一
つ
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な
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家
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に
よ
る
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設
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を
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た
高
齢
者
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が
あ
げ
ら
れ
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す
。
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ら
に
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発
が
も
と
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な
る
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介
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を
必
要
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る
高
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も
み
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れ
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す
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昨
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っ
た
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な
し
仮
設
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に

お
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い
の
方
へ
の
生
活
調
査
（
対
象

６
２
５
世
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回
収
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48
・
8
％
）
に
お
い

て
は
、
現
住
所
で
地
域
と
の
交
流
が
な
い
世

帯
45
％
、
日
中
一
人
で
過
ご
さ
れ
て
い
る
方

が
い
る
世
帯
40

％
、
今
後
の
資

金
の
見
通
し
が

立
っ
て
い
な
い

世
帯
43
％
、
今
後
の
移
転
先
が
決

ま
っ
て
い
な
い
世
帯
36
％
、
生
活

上
で
の
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
が

あ
る
世
帯
60
％
な
ど
、
生
活
の
し

づ
ら
い
実
態
が
数
字
と
な
っ
て
表

れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
深
刻
な

の
は
、
福
島
県
か
ら
避
難
さ
れ
て

い
る
世
帯
で
す
。「
帰
還
の
め
ど

が
立
た
ず
い
つ
ま
で
み
な
し
仮
設

住
宅
の
制
度
が
続
く
の
か
」「
子

ど
も
と
話
す
時
間
が
減
り
、
学
力

の
低
下
が
心
配
」「
主
人
が
福
島

ま
で
の
長
距
離
通
勤
で
疲
れ
た
体

で
の
運
転
が
心
配
」
な
ど
の
内
容
の
記
載
が

あ
り
ま
し
た
。

岩
沼
市
に
お
い
て
は
、
今
後
集
団
移
転
事

業
が
終
了
し
て
も
多
く
の
生
活
課
題
を
抱
え

た
世
帯
が
依
然
と
し
て
存
在
し
、
さ
ら
に
複

雑
化
し
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
被
災
さ
れ
た
方
々
が
安
心
し
た
生
活
を

送
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
多
く
の

時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も
行

政
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
民
の
方
々
の

理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
被
災
さ
れ
た

方
々
に
「
岩
沼
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
支
援
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

（
岩
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会　

寄
稿
）

今年もやります

〜
岩
沼
市
の
復
興
の
現
状
と

被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
生
活
支
援
〜

復
興 
被
災
地
の 

い
ま
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